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は じ め に

最近、育児雑誌に電子レンジによる哺乳瓶と予L首

の消毒方法が紹介され、注目されており、母親から

電子レンジによる消毒に関する質問を受けることも

ある。福地らの研究によると、電子レンジによる哺

乳瓶の消毒は有効であると報告されているが、現在     a～ f群は、第 1回目の実験
a'～ f'群は、第2回 目の実験発表されている育児雑誌の中では、具体的な消毒方

法が提示されていないものがほとんどである。      〈実験 2〉 電子レンジによる消毒方法と細菌の有無
そこで、電子レンジによる哺乳瓶、乳首の消毒方    電子レンジを用いて、図 1に 示す種類の方法で消
法を得るために、実験研究と褥婦の消毒方法に対す   毒を行い、実験 1と 同様に培養した。
る意識調査を行った。今回の研究結果

を、今後の保健指導に生かすために考

察したので報告する。

1.研 究方法お よび結果

1.期間

昭和 63年 11月 1日 ～平成元年 3月

10日

2.実験方法と結果
く実験 1〉 消毒効果時間の判定の実験

黄色ブドウ球菌 (ATCC、 25923標準

菌株 104/m′ )を 50m′ 哺乳瓶に注入
し、970W発振周波数 2450 MHzの電
子レンジにて、30秒、 1分、 2分、 3
分、 4分、 5分間照射を各 2回ずつ行
い、液体チオグリコレー ト培地で、48

時間、その後、血液寒天培地で 18時間

培養した。結果、表 1の ように、いず

れの照射時間においても菌を認めな

かった。
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表 1 消毒効果時間の判定の実験

照射時間 301少 1分 2分 3分 4分 5分

哺 手し 瓶
細菌の有無

a b C C' d d e f f

ボールに水を張 り中に哺孝L瓶 を入

れ電子 レンジに入れる。途中で、

乳首を入れる。

水

B 7L首 、哺乳瓶 をラップに包み、電
子 レンジに入れる。

ｏ

（
）

…
ハ

ラップ

③

C  哺乳瓶 をその まま電子レンジ t

入れる。

○
入
れ
る

直
接

レ
ン
ジ
に

電 子レンジ専用カプセルを使用 し

蒸気消毒をする。

図 1 電子レンジ消毒方法の種類
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A法 :水を張つたボウルに哺乳瓶を入れ 22分照

射 (従来の煮沸消毒時間 10分に電子レンジの沸騰時

間 12分を加える)。

B法 :哺乳瓶をラップに包み 1分間照射。

C法 :哺乳瓶に乳首を付けそのまま 1分照射。

D法 :電子レンジ専用カプセルで哺乳瓶を伏せて

置き 11分間照射 (従来の煮沸消毒時間 10分に電子

レンジの蒸気発生時間 1分間を加える)。

以下 ABCD法 とする。 B法 とC法の照射時間は、

実験 1で得られた結果に基づいて行つた。結果、表

2に示すように、いずれも菌の検出は認めなかった。

表 2 電子レンジによる消毒方法と細菌の有無

消毒方法 A法 B法 C法 D法

哺 乳 瓶
細菌の有無

a ざ
　
一

b げ
　
一

C ｄ
　
一

d d'

a～ d群は、第 1回 目の実験

a'～ d'群は、第2回 目の実験

3.哺乳瓶の消毒方法に対する意識調査

対象のニーズに合わせた保健指導を行うために、

昭和 63年 12月 1日 ～平成元年 1月 31日 に分娩じ

た褥婦 100名 (初経産婦各 50名 )を対象にアンケー

ト調査を実施した (回収率 100%)。

調査項目 :従来の消毒方法に対する意識、電子レ

ンジ消毒に対する意識、考案した 4つ の方法 (図 1)

に対する意識。

くアンケート結果〉

(1)哺乳瓶の消毒方法

哺乳瓶の消毒方法の中で希望するものは、全体で

は、①煮沸消毒 64%、 ②薬液消毒 263%、 ③蒸気消

毒 52%、 ④電子レンジによる消毒 43%であつた。

電子レンジによる消毒方法を希望する褥婦は、初産

35%、 経産 51%であつた。また消毒効果が高いと

思う方法は、希望する消毒方法と一致していた。

(2)電子レンジによる消毒方法の知識度

全体では、電子レンジによる消毒方法を知ってい

る褥婦は、「はい」13%、 「いいえ」87%で初産、経

産共に同様の傾向であつた。電子レンジによる消毒

方法の情報機関は、全体で新聞、雑誌 7名、知人、

友人 4名、家族 1名、その他 1名であつた。

(3)電子レンジ消毒方法の選択意識

電子レンジ使用希望の有無は、全体で「はい」16%、

「いいえ」84%であった。初産では、「はいJ10%、
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経産では 22%で あった。「はい」と答えた理由は、図

2に示すように操作が簡単 11名、時間が短い 7名、

なべ等の使用物が少なくてよい 6名、側にいなくて

もよい 4名であり、初産、経産共に同様であつた。

「いいえ」と答えた理由は、消毒方法がわからない

41名 、消毒専用の電子レンジではないので汚れてい

そう24名、電子レンジを持つていない 14名、殺菌

効果が不十分 11名 であり、初産、経産共に同様で

あった。

に)初産、経産別 ABCD法の選択意識
われわれが考察した 4種類の電子レンジによる消

毒方法の選択の内わけは、初産でA法 313%、 B法

215%、 C法 196%、 D法 235%であつた。経産は、

A法 407%、 B法 74%、 C法 129%、 D法 388%
であった。図 3に示すように、初産の選択理由で、

A法は、消毒効果が高い 616%が最も多く、次に操

作が簡単である277%であつた。B法は、 4つ とも

ほぼ同数であり、 C法は操作が簡単である。818%
が最も多く、D法 は消毒効果が高い 75%であつた。

経産の選択理由でA法 は操作が簡単である 454%、

消毒効果が高い 409%が 多く、B法は 666%、 C法

は 857%と操作が簡単であるが最も多かつた。D法

は消毒効果が高い 555%が最も多かつた。また、希

望する消毒方法と、消毒効果が高いと思つている方

法は一致していた。経産婦の前回の消毒方法は、煮

沸消毒 406%、 薬液消毒 343%であり、今回も同じ

方法を用いるとしていた。

2.考    察

現代社会は、生活様式の多様化により、さまざま

な電化製品が普及している。電子レンジにおいては、

普及率 618%(昭和 63年 9月 )で ある。そこでわれ

われは、その多様化に即した保健指導の見直しの一

環として、電子レンジによる哺孝L瓶の消毒方法を検

討した。

アンケー ト調査の中で、電子レンジ消毒希望者は

16%で意識は低いが、希望者の選択理由は、電子レ

ンジのイメージからくる操作が簡単、時間が短いが

上位を占めていた。アンケー ト対象者の電子レンジ

普及率は 80%で あるにもかかわらず、電子レンジ消

毒を希望しない褥婦が多かった。それは、従来の消

毒方法に対する意識が根強いためだと思われる。ま

た、希望しない褥婦の理由は、消毒方法がわからな

いものが 41%あ り、電子レンジ消毒方法、および効

果について知識を得ていないことが伺える。消毒効
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―はいの理由

① 時間が電い

② 側にいなくてよい

0 操作が簡単

① なべ等の使用物が少なくてよい

⑤ 殺菌効果が充分である

⑥ 自分以外でも簡単

⑦ 経済的である

0 興味があった

0た だなんとなく

⑩ その他

―いいえの理由
① 殺菌効果が不充分

② 消毒専用の電子レンジではない
ので汚れていそう

0 消毒方法がわからない

④  電 子レンジを もっていない

⑤ 他の人が反対した又そうである

O 電気代等がかかり不経済

0た だなんとなく

③ その他

図 2 電子レンジ消毒方法の選択意識
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果時間と菌の有無を実験結果から考えてみても、電

子レンジ消毒は可能だと思われる。

そこで、消毒方法論の問題を明確にすべきである

と考え、 4種類の消毒方法を考案した。希望した選
択理由は、初産、経産とも消毒効果が高い、操作が

簡単であるを挙げているが、選択した方法に差がみ

られた。初産はA法が最も多く、経産はA、 D法 を

選択した者が多かった。それは、経産は一度経験し

ている従来の消毒方法に対する執着が強いためだと

思われる。初産は消毒方法に対する意識が未熟であ

り、一般に紹介されているものや新しいものに興味

を示す傾向にあると言える。

A法、 D法 については、方法自体は従来の消毒方

法と大差はないが、側に付いていなくてもよい、ガ

スを使わず安全である、時間を始めにセットするだ

けでよい等の利点がある。また、雑誌 P andの 中で

も「電子レンジ使用の時は、ガスを使うのと同じ要

領で煮沸消毒にてする
1)」 という推奨もある。B法 に

ついては、必要物品が少なくてすむ、消毒時間が短

い、消毒後の保管が便利等の利点がある。 C法 につ

いては、最も簡便であるが、乳首に変形をきたす、

電子レンジ内の汚れが付着する等の欠点がある。今

回の実験において、新しい乳首では変形を認めな

かったが、古い乳首では膨張変形をきたし、前述の

福地らの研究と同様の結果が認められた。乳首の耐

久性については今後の課題 といえる。

選択の内訳では、初産、経産共にA、 D法 を選択

するものが多かった。われわれの研究では、 B、 C

法についても消毒効果はあり、どの方法においても

今後の指導に用いることができる。しかし、C法 は

電子レンジ内の汚染について不安度が高 く、乳首の

耐久性についても問題のあるところである。 B法に

ついては消毒時間が短 く、保管が容易であることか

ら適切な方法であると考えた。
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そこでわれわれは、どれか 1つのみを推進するの

ではなく、従来の煮沸、薬液、蒸気に加えてA、 B、

D法の 3種類の方法を対象者が各自の生活様式に即

し、実践できるように保健指導の中に取 り入れてい

きたいと考える。

3.ま  と め

電子レンジ消毒効果確認、 4種類のレンジによる

消毒方法の実験と当院で分娩した褥婦 100名 を対象

に、電子レンジ消毒方法の意識調査を行った。

①電子レンジ消毒方法は、殺菌効果がある。

②われわれが考案した4種類の電子レンジ消毒方

法も殺菌効果がある。

③褥婦の電子レンジ消毒方法に対する意識は、消

毒方法がわからないため低い結果となってい

る。

④ 4種類の電子レンジ消毒方法を実践するには

A、 B、 D法が望ましい。

今後この結果を踏まえ、従来の消毒方法に電子レ

ンジ消毒方法を加え保健指導の中に取り入れていき

たい。
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